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●今の仕事に就いたきっかけ
小松：小・中学生の頃、唐桑総合
型地域クラブ「カラット」に参加
していました。当時、学校以外で
多世代間の交流ができる機会は
ほとんどなく、貴重でした。市役
所の方がこの団体の立ち上げに
尽力されている姿を見て、「自分
もこんなステキな場を作れる人
になりたい！」と憧れ、高校卒業
後に入庁しました。
芦原：島根県の海士町から移住
して（一社）気仙沼地域戦略に勤
めて２年目になります。大学時代
に、移住者が人口の 1 割以上を
占める海士町に興味を持ち、研究
のフィールドとして活動してい
て、そのまま大学卒業後に移住、
就職。５年目となる昨年、新たな
チャレンジを画策していた時期
に、気仙沼市の関係者から、偶然、
今の職種へお誘いいただいたこ
とがきっかけです。海士町では観
光業に携わり、はじめはマルチ
ワーカーとして働いていました。
これは、通年で雇用が難しくても、
繁忙期だけ、手が足りない事業所
で働く仕組みです。春は岩ガキの
水揚げ、夏はホテル業務、秋は水産
加工場など、現場業務から、島内の
多種多様な産業を実体験に基づ
いて知ることができました。

ンフレットだけではなく、人が関
わることで、つながり・関係性が
生まれていくのですね。
●もっとまちを自慢してほしい
芦原：よそ者の視点でみると、気
仙沼の皆さんはつながりを作る
のが上手です。よそ者を受け入れ
る気質を持っていて、観光・おも
てなしに必要な要素がすでにあ
る場所だと思います。「何もない」
とはじめは話していても、掘り下
げればいい所をたくさん教えて
くれる気仙沼の皆さん。それは私
にはできないことなので、うらや
ましいです。もっと自分の住んで
いるまちを自慢してほしいです。
小松：来年は、市を舞台にした朝
ドラの全国放映、三陸道開通など
が重なる年で、多くの観光客が訪
れることが予想されます。色々な
人・もの・ことを組み合わせ、最
高のおもてなしをするため、市民
の皆さんには、この機会をぜひ前
向きに捉えていただき、一緒に気
仙沼を盛り上げていきたいで
す！
芦原：大きな効果が期待されま
すね。それを一過性のブームで終
わらせるのではなく、さまざまな
課題を乗り越え、５年後、10 年後
に、もっと住みやすい街、気仙沼
のきっかけとなればいいですね。

小松：決断力がすごい！観光案
内でも、実体験を持ってお客さま
をおもてなしできるのは説得力
があって、強いですよね。
●今取り組んでいること
芦原：気仙沼クルーカードのデー
タ分析業務を主に行っています。

「世間ではエシカル消費※が年々
増えている」などの消費者行動に
基づいて事業者を応援するキャ
ンペーンを、組織で定期的に企画
しています（①）。実施後、１週間
で売り上げが３割増加するなど、
少しずつ効果を上げています。
小松：私は市観光キャラクター

「ホヤぼーや」の管理を主に担当
しています。イベントなどに直接

距離はあっても、心は近くに。距離はあっても、心は近くに。

気仙沼とつながる
すべての人たちへ贈る ”乗組員証“

「気仙沼クルーカード」

気仙沼の気になる人を紹介するコーナー。
市内の観光分野で活躍するお二人に、想いを伺いました。

登場する機会が減るなか、ファン
の皆さんに「気仙沼に来れなくて
も、心は近くにある」というメッ
セージを伝えるため、５月のゴー
ルデンウィークには、「おうち時間を
楽しもう！ホヤぼーや体操」の企
画や、ホヤぼーやと市内の風景写
真を SNS を通じて発信するなど、
新しい生活様式に合わせた、新た
な取り組みに挑戦しています。
芦原：県内の観光アンケート調
査で「気仙沼市内で何をお土産に
買うか」質問したところ、地酒が
１位、２位にホヤぼーやグッズが
来るほど、大人気ですよね。
小松：おかげさまで、今年はホヤ
ぼーや宛ての年賀状（②）が市内

外、海外などを含め 1800 通以
上届きました！時々ドラマに登
場するなど、全国にファンがいて
くださるキャラクターです。気仙
沼を知り、認知して頂くきっかけ
として、ホヤぼーやを今後もたく
さん活躍させていきたいです。
●遠くにいても、心はつながる
芦原：旅行の要素は、美味しい食
べ物・綺麗な景色・面白い人、そ
れなら遠隔でもできるのでは？
と海士町で始まった「リモートト
リップ（遠隔旅行）」の第４弾に参
画しました。これは、事前に申し
込み頂いた参加者（20 人）に、そ
の時期・その場所でしか食べら
れない物（岩ガキ、カツオ）をお送

りし、海士町・気仙沼の２カ所を
中継で結び、食べ物・景色・人を
紹介するものです。オンライン上
で、殻付岩ガキを参加者全員で同
時に剥いたり、カツオを食べなが
ら、カツオ漁船漁師とチャットで
会話するなど、参加者・生産者の
相互コミュニケーションが生まれ
ました。気仙沼だけを知っていた
参加者が、海士町を知り、その逆
も起こりました。実際にその場所
へ行ってみたい！との声も聞か
れました。
小松：つながりは、遠隔・画面越
しでも成り立つのですね。確かに
最初は知らない人でも、一度話す
と親近感が生まれますし、観光パ

Profile ／ 1996 年生まれ。唐桑出身。気仙沼市
役所職員（入庁７年・観光課２年目）。市主催「ぬ
ま大学」第１期生、「AWC」第４期生。市観光キャ
ラクターを通じた新たな気仙沼ファンの獲得、既
存ファンとのつながり強化に積極的に取り組む。
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Profile ／ 1991 年生まれ。佐賀県出身。昨年
５月、島根県隠岐郡海士町観光協会から気仙沼
に移住し、現在（一社）気仙沼地域戦略に勤務。
市主催ぬま大学５期生。生産者と消費者を食で
つなげる団体「仁屋」を立ち上げ活動。

※エシカル消費（倫理的消費）：地域の活性化や雇用なども含む、人や社会、環境に配慮した消費行動のこと。
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詳しくはこちら詳しくはこちら
https://crewship.net/https://crewship.net/

気仙沼クルーカード

登録者 25700人突破
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